
伊那会場

　＜課 題＞ 　＜長野県の将来像＞

・ 人口減少、少子高齢化 ・ 人の地産地消（働き口を増やす）

・ 円高による国内産業の空洞化 ・ 高齢者が安心して生活できる環境

・ 国内食料自給率低下（ＴＰＰによる更なる加速） ・ 自己実現のできる（生き甲斐のある）社会

・ 国内技術競争力低下により国内生産困難となる恐れ ・　「認知」される社会

・ 山の荒廃の進行、シカなどの野生鳥獣の増加、不法投棄の増加 ・ ネガティブ（短所）をポジティブ（長所）に

① 技術、技能、知識の温存（高齢者の技能の継承） ④ 発想力を育てる教育

② コスト競争に勝てるような「食」産業の仕組みづくり ⑤ 山を愛す

・ ベースとしての食の教育 ・ 里山整備

・ 民間との連携により県の野菜をＰＲ ・ 不法投棄の防止のための鳥居の設置

③ 地域の人達との輪をつくる ⑥ 市町村をハイレベルにもっていくための優良事例の紹介

・ 高齢者への声掛け、ゴミ出し、送迎等のボランティア

　＜実現のための方策、アイデア＞


